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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

第62期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 11,123 16,103 4,296 5,411 16,032

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△286 2,571 269 861 155

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
△387 1,959 195 578 △539

純資産額（百万円） － － 22,909 24,442 22,864

総資産額（百万円） － － 32,079 33,784 32,158

１株当たり純資産額（円） － － 925.27 987.32 923.45

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△15.65 79.14 7.91 23.35 △21.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 71.4 72.3 71.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,295 1,022 － － 2,058

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,028 △204 － － △3,079

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
720 △721 － － 509

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 3,923 4,413 4,440

従業員数（人） － － 690 683 680

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第63期第３四半期連結累計（会計）期間

及び第62期第３四半期連結会計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第62期第３四半期

連結累計期間及び第62期は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 683    (169)

（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 517    (140)

（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

産業機器関連 2,366 －

電子機器関連 2,814 －

合計 5,180 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円）
前年同四半期比
（％）

受注残高(百万円)
前年同四半期比
（％）

産業機器関連 2,713 － 1,591 －

電子機器関連 2,517 － 1,183 －

合計 5,230 － 2,774 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

産業機器関連 2,657 －

電子機器関連 2,732 －

報告セグメント計 5,389 －

その他 21 －

合計 5,411 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

大日本スクリーン製造

株式会社
577 13.4 830 15.3

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、海外経済の回復を受けた輸出の拡大や緊急経済対策等が功を奏し、一部

に持ち直しの動きが見られたものの、消費刺激策の反動減懸念に加え、円高、デフレの進行など企業業績に与える不安

材料も多く、景気の先行きは依然として不透明感ただよう状況で推移しました。

　

　このような環境の中、産業機器関連事業のシール製品は設備投資の下げ止まりや海外需要の積極的な取り込みに努

めたことにより、また電子機器関連事業の半導体・液晶製造装置関連業界向けピラフロン製品は半導体市況の活況を

受け、売上高、利益とも前年同期を上回ることができました。

　

　この結果、当第３四半期連結会計期間の連結業績につきましては、売上高54億11百万円（前年同期比26.0％増）、

経常利益８億61百万円（前年同期比220.2％増）、四半期純利益５億78百万円（前年同期比195.2％増）となりまし

た。

　

　連結売上高をセグメント別に見ますと、産業機器関連事業は26億57百万円、電子機器関連事業は27億32百万円、その

他部門（不動産賃貸）は21百万円となりました。

　また、営業利益のセグメント別につきましては、産業機器関連事業は５億２百万円、電子機器関連事業は３億64百万

円、その他部門（不動産賃貸）は12百万円となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは税金

等調整前四半期純利益９億55百万円があったものの、売上債権の増加額10億85百万円等により９百万円（前年同期

は△５億52百万円）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出

45百万円等により△49百万円（前年同期は△７億24百万円）となり、財務活動によるキャッシュ・フローは長期借

入金の返済による支出１億44百万円等により△２億95百万円（前年同期は97百万円）となりました。

　その結果、現金及び現金同等物は前四半期末比３億59百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は44億13百

万円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　Ⅰ　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　Ⅱ　株式会社の支配に関する基本方針

  ①基本方針

  当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値並びに株主共同の利益を継続的かつ

持続的に確保、向上させていく必要があると考えております。仮に当社株式の大量取得を目的とする買付けが行わ

れた場合、それに応じるか否かは最終的には株主の皆様の判断に委ねられるべきでありますが、不当な目的による

企業買収である場合には、企業価値および株主共同の利益を守ることが経営者の責務であると考えます。従いまし

て、株主の皆様が判断するにあたって十分な情報が提供されることが極めて重要であり、大量買付者の事業内容、将

来の事業計画及び過去の投資行動から、当該買付行為又は買収提案が企業価値並びに株主共同の利益に与える影響

を慎重に検討していく必要があると考えています。

 

②具体的な取組み内容

　当社は、顧客本位の視点が最重要と認識し、これを追求することにより既存事業の拡充や新しい事業分野への展開

を通して、更なる成長と企業価値の向上を目指しております。その実現に向けて、平成19年４月にスタートさせた新

中期経営計画「ＢＴvision０９（ブレークスルービジョンゼロキュウ）」を継承・延長した「ＢＴvision１０

（ブレークスルービジョンイチゼロ）」に取り組んでおります。具体的には、1) 新市場の開拓と新製品の投入、2) 

国内外販売拠点の拡充、3) ビジネスパートナーとの協力による新事業分野の創造、4) ローコストオペレーション

を目指した生産体制の再構築、5) それを支える人材の育成などに取り組んでいきます。

　また、取締役の経営責任の明確化、経営環境の変化に迅速に対応できる機動的な経営体制の構築をはかるべく取締

役の任期を１年とし、コーポレートガバナンスを強化いたします。さらに株主の皆様から付託された経営者として、

当社株式の取引や株主の移動状況を注視するとともに有事対応マニュアルを整備し、大量買付けを意図する買付者

が現れた場合、直ちに当社として最も適切と考えられる措置を講じます。

　

③基本方針に照らして不適切な者によって当該株式会社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組み

　平成20年５月９日開催の当社取締役会において、「当社株券等の大規模買付行為に関する対応策（以下、「本プラ

ン」といいます。）」を導入することを決議し、平成20年６月27日開催の当社第６０回定時株主総会にて承認を得て

おります。

　具体的内容は以下のとおりです。
 
a．本プラン導入の目的

当社取締役会は、当社株券等の大規模買付行為を行おうとする者が遵守すべきルールを明確にし、株主の皆様が適

切な判断をするために必要かつ十分な情報及び時間、並びに大規模買付行為を行おうとする者との交渉の機会を確保

するために、本プランを導入することといたしました。

本プランは、以下のとおり、当社株券等の大規模買付行為を行おうとする者が遵守すべきルールを策定するととも

に、一定の場合には当社が対抗措置をとることによって大規模買付行為を行おうとする者に損害が発生する可能性が

あることを明らかにし、これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当

社株券等の大規模買付行為を行おうとする者に対して、警告を行うものです。 

なお、本プランにおいては、対抗措置の発動等にあたって、当社取締役会の恣意的判断を排除するため、独立委員会

規定に従い、当社社外取締役、当社社外監査役、又は社外の有識者（実績のある会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認

会計士若しくは学識経験者又はこれらに準じる者）で、当社の業務執行を行う経営陣から独立した者のみから構成さ

れる独立委員会（以下「独立委員会」といいます。）の勧告を最大限尊重するとともに、株主及び投資家の皆様に適

時に情報開示を行うことにより透明性を確保することとしています。

なお、当社は現時点において当社株券等の大規模買付行為に係る提案を受けておりません。
 
b．本プランの内容（基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを

防止するための取組み）

(a) 本プランに係る手続き

ⅰ． 対象となる大規模買付等

本プランは以下の(ⅰ)又は(ⅱ)に該当する当社株券等の買付け又はこれに類似する行為（ただし、当社取締役

会が承認したものを除きます。係る行為を、以下「大規模買付等」といいます。）がなされる場合を適用対象とし

ます。大規模買付等を行い、又は行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）は、予め本プランに定められる

手続きに従わなければならないものとします。
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(ⅰ)　当社が発行者である株券等（注１）について、保有者（注２）の株券等保有割合（注３）が20％以上となる

買付け

(ⅱ)　当社が発行者である株券等（注４）について、公開買付け（注５）に係る株券等の株券等所有割合（注６）

及びその特別関係者（注７）の株券等所有割合の合計が20％以上となる公開買付け

 

注（１）金融商品取引法第27条の23第１項に定義されます。以下別段の定めがない限り同じとします。な

お、本プランにおいて引用される法令等に改正（法令名の変更や旧法令等を継承する新法令等の

制定を含みます。）があった場合には、本プランにおいて引用される法令等の各条項は、当社取締

役会が別途定める場合を除き、当該改正後においてこれらの法令等の各条項を実質的に継承する

法令等の各条項に読み替えられるものとします。

（２）金融商品取引法第27条の23第１項に規定される保有者をいい、同条第3項に基づき保有者に含まれ

る者を含みます。

 （３）金融商品取引法第27条の23第４項に定義されます。以下同じとします。

 （４）金融商品取引法第27条の２第１項に定義されます。以下(ⅱ)において同じとします。

 （５）金融商品取引法第27条の２第６項に定義されます。以下同じとします。

 （６）金融商品取引法第27条の２第８項に定義されます。以下同じとします。

 （７）金融商品取引法第27条の２第７項に定義される特別関係者をいいます。ただし、同項第１号に掲げ

る者については、発行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第３条第２

項で定める者を除きます。以下同じとします。

 

ⅱ．「意向表明書」の当社への事前提出

買付者等におきましては、大規模買付等の実行に先立ち、当社取締役会に対して、当該買付者等が大規模買付等

に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下「意向表明書」といいま

す。）を当社の定める書式により提出していただきます。

 具体的には、「意向表明書」には、以下の事項を記載していただきます。

(ⅰ)　買付者等の概要

(イ) 氏名及び住所又は所在地

(ロ) 代表者の役職及び氏名

(ハ) 会社等の目的及び事業の内容

(ニ) 大株主又は大口出資者（所有株式又は出資割合上位10名）の概要

(ホ) 国内連絡先

(ヘ) 設立準拠法

(ⅱ)　買付者等が現に保有する当社の株券等の数、及び、意向表明書提出前60日間における買付者等の当社の株券

等の取引状況

(ⅲ)　買付者等が提案する大規模買付等の概要（買付者等が大規模買付等により取得を予定する当社の株券等の

種類及び数、並びに大規模買付等の目的（支配権取得若しくは経営参加、純投資若しくは政策投資、大規模

買付等の後の当社の株券等の第三者への譲渡等、又は重要提案行為等（注８）その他の目的がある場合に

は、その旨及び内容。なお、目的が複数ある場合にはそのすべてを記載していただきます。）を含みます。）

 

注（８）金融商品取引法第27条の26第１項、金融商品取引法施行令第14条の８の２第１項、及び株券等の大

量保有の状況の開示に関する内閣府令第16条に規定される重要提案行為等をいいます。以下別段

の定めがない限り同じとします。

 

ⅲ．「本必要情報」の提供

上記ⅱ．の「意向表明書」をご提出いただいた場合には、買付者等におきましては、以下の手順に従い、当社に

対して、大規模買付等に対する株主の皆様のご判断のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」といいま

す。）を提供していただきます。

まず、当社は、買付者等に対して、「意向表明書」を提出していただいた日から10営業日（注９）（初日不算

入）以内に、当初提出していただくべき情報を記載した「情報リスト」を上記ⅱ．(ⅰ)(ホ)の国内連絡先に発送

いたしますので、買付者等には、係る「情報リスト」に従って十分な情報を当社に提供していただきます。

また、上記の「情報リスト」に従い買付者等から提供していただいた情報では、大規模買付等の内容及び態様等

に照らして、株主の皆様のご判断及び当社取締役会の評価・検討等のために不十分であると当社取締役会が合理

的に判断する場合には、当社取締役会が別途請求する追加の情報を買付者等から提供していただきます。
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なお、大規模買付等の内容及び態様等にかかわらず、以下の各項目に関する情報は、原則として「情報リスト」

の一部に含まれるものとします。

(ⅰ)　買付者等及びそのグループ（共同保有者（注10）、特別関係者及びファンドの場合は各組合員その他の構成

員を含みます。）の詳細（沿革、具体的名称、資本構成、事業内容、財務内容、役員の氏名及び職歴等を含みま

す。）

(ⅱ)　大規模買付等の目的（「意向表明書」において開示していただいた目的の詳細）、方法及び内容（経営参画

の意思の有無、大規模買付等の対価の種類及び金額、大規模買付等の時期、関連する取引の仕組み、買付予定

の株券等の数及び買付等を行った後における株券等所有割合、大規模買付等の方法の適法性を含みます。）

(ⅲ)　大規模買付等の対価の算定根拠（算定の前提事実、算定方法、算定に用いた数値情報及び大規模買付等に係

る一連の取引により生じることが予想されるシナジーの内容、算定の際に第三者の意見を聴取した場合に

おける当該第三者の名称、意見の概要及び当該意見を踏まえて金額を決定するに至った経緯を含みます。）

(ⅳ)　大規模買付等の資金の裏付け（資金の提供者（実質的提供者を含みます。）の具体的名称、調達方法及び関

連する取引の内容を含みます。）

(ⅴ)　大規模買付等に際しての第三者との間における意思連絡の有無及び意思連絡がある場合はその内容及び当

該第三者の概要

(ⅵ)　買付者等が既に保有する当社の株券等に関する貸借契約、担保契約、売戻契約、売買の予約その他の重要な契

約又は取決め（以下「担保契約等」といいます。）がある場合には、その契約の種類、契約の相手方及び契

約の対象となっている株券等の数量等の当該担保契約等の具体的内容

(ⅶ)　買付者等が大規模買付等において取得を予定する当社の株券等に関し担保契約等の締結その他第三者との

間の合意の予定がある場合には、予定している合意の種類、契約の相手方及び契約の対象となっている株券

等の数量等の当該合意の具体的内容

(ⅷ)　大規模買付等の後における当社及び当社グループの経営方針、事業計画、資本政策及び配当政策

(ⅸ)　大規模買付等の後における当社の従業員、労働組合、取引先、顧客及び地域社会その他の当社に係る利害関係

者の処遇等の方針

(ⅹ)　当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策

 

なお、当社取締役会は、買付者等から大規模買付等の提案がなされた事実とその概要及び本必要情報の概要その

他の情報のうち株主及び投資家の皆様のご判断に必要であると認められる情報がある場合には、適切と判断する

時点で開示いたします。

また、当社取締役会は、買付者等による本必要情報の提案が十分になされたと認めた場合には、その旨を買付者

等に通知（以下「情報提供完了通知」といいます。）するとともに、速やかにその旨を開示いたします。

 

注（９）営業日とは、行政機関の休日に関する法律第１条第１項各号に掲げる日以外の日をいいます。以

下同じとします。

（10）金融商品取引法第27条の23第５項に定義される共同保有者をいい、同条６項に基づき共同保有者

とみなされると当社取締役会が認めた者を含みます。以下同じとします。

 

ⅳ．取締役会評価期間の設定等

当社取締役会は、情報提供完了通知を行った後、大規模買付等の評価の難易度等に応じて、以下の(ⅰ)又は(ⅱ)

の期間（いずれも初日不算入）を、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立案のための期間

（以下「取締役会評価期間」といいます。）として設定します。

(ⅰ)　対価を現金（円価）のみとする公開買付けによる当社全株券等を対象とする公開買付けの場合には最大で

60日間

(ⅱ)　その他の大規模買付等の場合には最大で90日間

ただし、上記(ⅰ)(ⅱ)いずれにおいても、取締役会評価期間は取締役会が必要と認める場合には延長できるもの

とし、その場合は、具体的延長期間及び当該延長期間が必要とされる理由を買付者等に通知するとともに株主及び

投資家の皆様に開示いたします。また、延長の期間は最大30日間とします。

当社取締役会は、取締役会評価期間内において、必要に応じて適宜外部専門家等の助言を得ながら、買付者等か

ら提供された本必要情報を十分に評価・検討し、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の観点から、買付

者等による大規模買付等の内容の検討等を行うものとします。当社取締役会は、これらの検討等を通じて、大規模

買付等に関する当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、買付者等に通知するとともに、適時かつ適切に株

主及び投資家の皆様に開示いたします。また、必要に応じて、買付者等との間で大規模買付等に関する条件・方法

について交渉し、更に、当社取締役会として、株主及び投資家の皆様に代替案を提示することもあります。

 

ⅴ．対抗措置の発動に関する独立委員会の勧告

独立委員会は、取締役会評価期間内に、上記ⅳ．の当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立

案と並行して、以下の手続きに従い、当社取締役会に対して対抗措置の発動の是非に関する勧告を行うものとしま

EDINET提出書類

日本ピラー工業株式会社(E01645)

四半期報告書

 8/33



す。その際、独立委員会の判断が当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上に資するようになされることを確

保するために、独立委員会は、当社の費用で、当社の業務執行を行う経営陣から独立した第三者（投資銀行、証券会

社、フィナンシャル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を

得ることができるものとします。なお、独立委員会が当社取締役会に対して以下の(ⅰ)又は(ⅱ)に定める勧告をし

た場合には、当社取締役会は、当該勧告の事実とその概要その他当社取締役会が適切と判断する事項について、速

やかに情報開示いたします。

(ⅰ) 独立委員会が対抗措置の発動を勧告する場合

独立委員会は、買付者等が上記ⅱ．からⅳ．までに規定する手続きを遵守しなかった場合、又は買付者等に

よる大規模買付等が専ら買付者等の短期的な利得のみを目的とするものである等、当社の企業価値・株主共同

の利益を著しく損なうものであると認められる場合には、当社取締役会に対して、対抗措置の発動を勧告しま

す。なお、下記に掲げるいずれかの類型に該当すると判断される場合には、原則として、当該大規模買付等は当

社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうものであると認められる場合に該当するものとします。

 

（当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと認められる類型）

１．買付者等が真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、ただ株価をつり上げて高値で当社の株券

等を当社又は当社関係者に引き取らせる目的で当社の株券等の取得を行っている又は行おうとしている

者（いわゆるグリーンメイラー）であると判断される場合

２．当社の会社経営を一時的に支配して当社又は当社グループ会社の事業経営上必要な知的財産権、ノウハ

ウ、企業秘密情報、主要取引先又は顧客等の当社又は当社グループ会社の資産を当該買付者等又はそのグ

ループ会社等に移転する目的で当社の株券等の取得を行っていると判断される場合

３．当社の会社経営を支配した後に、当社又は当社グループ会社の資産を当該買付者等又はそのグループ会社

等の債務の担保や弁済原資として流用する目的で、当社の株券等の取得を行っていると判断される場合

４．当社の会社経営を一時的に支配して、当社又は当社グループ会社の事業に当面関係していない不動産、有

価証券等の高額資産等を売却等により処分させ、その処分利益をもって一時的に高配当をさせるかあるい

は係る一時的高配当による株価の急上昇の機会を狙って当社の株券等の高価売り抜けをする目的で当社

の株券等の取得を行っていると判断される場合

５．買付者等の提案する当社の株券等の買付方法が、いわゆる強圧的二段階買収（最初の買付けで当社の株券

等の全部の買付けを勧誘することなく、二段階目の買付条件を不利に設定し、あるいは明確にしないで、公

開買付け等の株券等の買付等を行うことをいいます。）等の、株主の皆様の判断の機会又は自由を制約し、

事実上、株主の皆様に当社の株券等の売却を強要するおそれがあると判断される場合

６．買付者等の提案する当社の株券等の買付条件（買付対価の種類及び金額、当該金額の算定根拠、その他の

条件の具体的内容（当該取得の時期及び方法を含みます。）、違法性の有無並びに実現可能性等を含むが

これらに限られません。）が、当社の企業価値に照らして著しく不十分又は不適切なものであると判断さ

れる場合

７．買付者等による支配権の取得により、当社株主はもとより、顧客、従業員その他の利害関係者の利益を含む

当社の企業価値・株主共同の利益の著しい毀損が予想されるなど、当社の企業価値・株主共同の利益の確

保又は向上を著しく妨げるおそれがあると判断される場合

８．買付者等が支配権を取得する場合の当社の企業価値が、中長期的な将来の企業価値との比較において、当

該買付者等が支配権を取得しない場合の当社の企業価値に比べ、著しく劣後すると判断される場合

９．買付者等が公序良俗の観点から当社の支配株主として著しく不適切であると判断される場合

10．その他１．から９．までに準じる場合で、当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと判断される

場合

 

(ⅱ) 独立委員会が対抗措置の不発動を勧告する場合

(ⅰ)に定める場合を除き、独立委員会は、当社取締役会に対して対抗措置の不発動を勧告します。
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ⅵ．取締役会の決議

当社取締役会は、ｖ．に定める独立委員会の勧告を最大限尊重するものとし、係る勧告を踏まえて当社の企業価

値・株主共同の利益の確保・向上という観点から、独立委員会からの勧告を受けた後速やかに対抗措置の発動又

は不発動の決議を行うものとします。

当社取締役会は、上記の決議を行った場合には、その内容が対抗措置の発動であるか不発動であるかを問わず、

速やかに当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事項について、情報開示を行います。

 

ⅶ．対抗措置の中止又は発動の停止

当社取締役会が上記ⅵ．の手続きに従い対抗措置の発動を決議した後又は発動後においても、(ⅰ)買付者等が

大規模買付等を中止した場合又は(ⅱ)対抗措置を発動するか否かの判断の前提となった事実関係等に変動が生

じ、かつ、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から発動した対抗措置を維持することが相当

でないと考えられる状況に至った場合には、当社取締役会は、独立委員会の勧告に基づき、又は勧告の有無若しく

は勧告の内容にかかわらず、対抗措置の中止又は発動の停止を行うものとします。

当社取締役会は、上記決議を行った場合、速やかに、当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事項

について、情報開示を行います。

 

ⅷ．大規模買付等の開始

買付者等は、上記ⅰ．からⅵ．に規定する手続きを遵守するものとし、取締役会において対抗措置の不発動の決

議がなされるまでは大規模買付等を開始することはできないものとします。

 

(b) 本プランにおける対抗措置の具体的内容

当社取締役会が上記(a)ⅵ．に記載の決議に基づき発動する対抗措置としては、原則として、新株予約権（以下

「本新株予約権」といいます。）の無償割当てを行うこととします。ただし、会社法その他の法令及び当社の定款上

認められるその他の対抗措置を発動することが適当と判断される場合には当該その他の対抗措置を用いることも

あります。

本新株予約権の無償割当ての概要は、下記に記載のとおりといたします。 

当社取締役会は、対抗措置の発動を決議した後又は発動後においても、上記(a)ⅶ．に記載のとおり、対抗措置の

中止又は発動の停止を決定することがあります。例えば、対抗措置として当社取締役会が本新株予約権の無償割当

てを決議した場合において、買付者等が大規模買付等を中止し、当社取締役会が上記(a)ⅶ．に記載の決議を行なっ

た場合には、本新株予約権の無償割当てについて設定した基準日に係る権利落ち日の前日までにおいては本新株予

約権の無償割当てを中止し、本新株予約権の無償割当ての効力発生日以後本新株予約権の行使期間の開始日の前日

までにおいては当社が無償で本新株予約権を取得する等の方法で、対抗措置の発動を停止することができるものと

します。

 

（新株予約権無償割当ての概要）

１．本新株予約権の割当総数

本新株予約権の割当総数は、本新株予約権の無償割当てに関する取締役会決議（以下「本新株予約権無償

割当て決議」といいます。）において当社取締役会が別途定める一定の日（以下「割当て期日」といいま

す。）における当社の最終の発行済株式総数（ただし、同時点において当社の有する当社株式の数を除き

ます。）と同数を上限として、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める数としま

す。

２．割当対象株主

割当て期日における最終の株主名簿又は実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、その所有する当

社普通株式（ただし、同時点において、当社の有する当社株式を除きます。）１株につき１個を上限とし

て、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める割合で本新株予約権の無償割当てを

します。

３．本新株予約権の無償割当ての効力発生日

本新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が別途定める日とします。

４．本新株予約権の目的である株式の種類及び数

本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、本新株予約権１個当たりの目的である株式の

数（以下「対象株式数」といいます。）は、１株を上限として当社取締役会が本新株予約権無償割当て決

議において別途定める数とします。ただし、当社が株式の分割又は株式の併合等を行う場合は、所要の調整

を行うものとします。
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５．本新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及び価格

本新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、本新株予約権の行使に際して出資される財産の

当社普通株式１株当たりの金額は１円以上で当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途

定める額とします。

６．本新株予約権の譲渡制限

本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するものとします。

７．本新株予約権の行使条件

(1)特定大量保有者（注11）、(2)特定大量保有者の共同保有者、(3)特定大量買付者（注12）、(4)特定大量

買付者の特別関係者、若しくは(5)これら(1)から(4)までの者から本新株予約権を当社取締役会の承認を

得ることなく譲受け若しくは承継した者、又は、(6)これら(1)から(5)までに該当する者の関連者（注13）

（これらの者を総称して、以下「非適格者」といいます。）は、本新株予約権を行使することができないも

のとします。なお、本新株予約権の行使条件の詳細については、本新株予約権無償割当て決議において別途

定めるものとします。

８．当社による本新株予約権の取得

当社は、当社取締役会が別途定める日において、非適格者以外の者が所有する本新株予約権を取得し、これ

と引き換えに本新株予約権１個につき対象株式数の当社普通株式を交付することができるものとします。

非適格者が有する本新株予約権を取得するときは、これと引き換えに本新株予約権１個につき時価相当の

現金、債券等を交付する旨の定めを設ける場合があります。なお、本新株予約権の取得条件の詳細について

は、本新株予約権無償割当て決議において別途定めるものとします。

９．対抗措置発動の停止等の場合の無償取得

当社取締役会が、対抗措置の発動を停止した場合その他本新株予約権無償割当て決議において当社取締役

会が別途定める場合には、当社は、本新株予約権の全部を無償にて取得することができるものとします。

10．本新株予約権の行使期間等

本新株予約権の行使期間その他必要な事項については、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議にお

いて別途定めるものとします。

 

注（11）当社が発行者である株券等の保有者で、当該株券等に係る株券等保有割合が20％以上である者、

又は、これに該当することとなると当社取締役会が認める者をいいます。ただし、その者が当社の

株券等を取得・保有することが当社の企業価値・株主共同の利益に反しないと当社取締役会が

認めた者その他本新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が別途定める者は、これに該

当しないこととします。

（12）公開買付けによって当社が発行者である株券等（金融商品取引法第27条の２第１項に定義され

る株券等を意味します。以下本注において同じとします。）の買付け等（金融商品取引法第27条

の２第１項に定義される買付け等を意味します。以下本注において同じとします。）を行う旨の

公告を行った者で、当該買付け等の後におけるその者の所有（これに準ずるものとし金融商品取

引法施行令第７条第１項に定めるものを含みます。）に係る株券等の株券等所有割合がその者の

特別関係者の株券等所有割合と合計して20％以上となる者、又は、これに該当することとなると

当社取締役会が認める者をいいます。ただし、その者が当社の株券等を取得・保有することが当

社の企業価値・株主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めた者その他本新株予約権無償

割当て決議において当社取締役会が別途定める者は、これに該当しないこととします。

（13）ある者の「関連者」とは、実質的にその者を支配し、その者に支配され若しくはその者と共同の

支配下にある者（当社取締役会がこれらに該当すると認めた者を含みます。）、又はその者と協

調して行動する者として当社取締役会が認めた者をいいます。なお「支配」とは、他の会社等の

「財務及び事業の方針の決定を支配している場合」（会社法施行規則第３条第３項に定義され

る場合をいいます。）をいいます。

 

(c) 本プランの有効期間、廃止及び変更

本プランの有効期間は、平成23年６月開催予定の定時株主総会終結の時までとします。

ただし、係る有効期間の満了前であっても、当社の株主総会において本プランの変更又は廃止の決議がなされた

場合には、本プランは当該決議に従い、その時点で変更又は廃止されるものとします。また、当社の株主総会で選任

された取締役で構成される取締役会により本プランの廃止の決議がなされた場合には、本プランはその時点で廃止

されるものとします。 
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なお、当社取締役会は、会社法、金融商品取引法、その他の法令若しくは金融商品取引所規則の変更又はこれらの

解釈・運用の変更、又は税制、裁判例等の変更により合理的に必要と認められる範囲で独立委員会の承認を得た上

で、本プランを修正し、又は変更する場合があります。 

当社は、本プランが廃止又は変更された場合には、当該廃止又は変更の事実及び（変更の場合には）変更内容そ

の他当社取締役会が適切と認める事項について、情報開示を行います。

 

④本プランが基本方針に沿い、当社の株主の共同の利益に合致し、当社の役員の地位の維持を目的とするものではない

ことについての取締役会の判断及び判断理由

　当社は次の理由から、本プランは、基本方針に沿い、当社株主の共同の利益を損なうものでなく、また、当社の会社

役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

a．買収防衛策に関する指針の要件を全て充足していること

本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上

のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・

株主意思の原則、必要性・相当性確保の原則）を全て充足しています。

 

b．当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること

本プランは、上記③a．に記載のとおり、当社株券等に対する大規模買付等がなされた際に、当該大規模買付等に

応じるべきか否かを株主の皆様がご判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や期間を

確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値・株主共同の

利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。

 

c．株主意思を重視するものであること

当社は、取締役会において決議された本プランを平成20年６月27日開催の定時株主総会において決議しておりま

す。また、上記③b．(c)に記載したとおり、本プランの有効期限の満了前であっても当社株主総会において本プラン

の変更又は廃止の決議がなされた場合には、本プランも当該決議に従い変更又は廃止されることになります。従い

まして、本プランの導入及び廃止には、株主の皆様のご意思が十分反映される仕組みとなっています。

 

d．独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示

当社は、本プランの導入に当たり、当社取締役会の恣意的判断を排除するため、対抗措置の発動等を含む本プラン

の運用に関する決議及び勧告を客観的に行う取締役会の諮問機関として独立委員会を設置します。

独立委員会は、当社の業務執行を行う経営陣から独立している、当社の社外取締役、社外監査役又は社外の有識者

（実績のある会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認会計士若しくは学識経験者等）から選任される委員３名以上に

より構成されます。 

また、当社は、必要に応じ独立委員会の判断の概要について株主及び投資家の皆様に情報開示を行うこととし、当

社の企業価値・株主共同の利益に資するよう本プランの透明な運営が行われる仕組みを確保しています。 

 

e．合理的な客観的発動要件の設定

本プランは、上記③b．(a)に記載のとおり、合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ発動されないよう

に設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しています。

 

f．デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと

上記③b．(c)に記載のとおり、本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により、い

つでも廃止することができるものとされております。従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の

構成員の過半数を交代させても、なお発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。

また、当社は期差任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型（取締役会の構成の交代を一度に行

うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。

　

（注）平成21年１月５日から実施された株券電子化に伴い、上記内容のうち実質株主名簿に関する記載は無効となって

おります。　
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(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億21百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権の増加等により前期末比16億25百万円増の337億84百万円とな

りました。また、有利子負債（リース債務は除く）は、前期末比４億98百万円減の28億58百万円となりました。純資

産は、四半期純利益等により前期末比15億78百万円増の244億42百万円となり、自己資本比率は72.3％（前期末は

71.1％）となりました。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,042,406 25,042,406

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 25,042,406 25,042,406 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年10月１日　

～平成22年12月31日 
－ 25,042 － 4,966 － 4,731

 

（６）【大株主の状況】

         　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　　　　 　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

285,000

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

24,634,000
24,634 －

単元未満株式
普通株式

123,406
－

１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 25,042,406 － －

総株主の議決権 － 24,634 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が376株含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

日本ピラー工業株式会社
大阪市淀川区野中南

二丁目11番48号
285,000 － 285,000 1.14

計 － 285,000 － 285,000 1.14

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 667 745 680 622 509 443 469 580 640

最低（円） 575 605 588 470 410 392 378 462 552

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、当第３四半期連結会計期間（平成22年10

月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,557 5,580

受取手形及び売掛金（純額） ※2
 10,484

※2
 8,183

商品及び製品 631 509

仕掛品 1,150 906

原材料及び貯蔵品 665 437

その他 297 392

流動資産合計 18,787 16,010

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,145

※1
 7,579

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,584

※1
 1,870

土地 3,718 3,718

その他（純額） ※1
 228

※1
 310

有形固定資産合計 12,677 13,478

無形固定資産 60 77

投資その他の資産 ※2
 2,258

※2
 2,592

固定資産合計 14,996 16,148

資産合計 33,784 32,158

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,292 2,529

短期借入金 868 888

未払法人税等 349 95

賞与引当金 221 433

その他 1,204 1,053

流動負債合計 5,936 5,001

固定負債

長期借入金 1,965 2,443

退職給付引当金 1,111 1,558

資産除去債務 60 －

その他 267 290

固定負債合計 3,405 4,292

負債合計 9,341 9,294
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,966 4,966

資本剰余金 5,190 5,190

利益剰余金 14,169 12,408

自己株式 △139 △137

株主資本合計 24,187 22,427

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 431 561

為替換算調整勘定 △176 △124

評価・換算差額等合計 255 436

純資産合計 24,442 22,864

負債純資産合計 33,784 32,158
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 11,123 16,103

売上原価 8,346 10,538

売上総利益 2,776 5,564

販売費及び一般管理費 ※
 2,857

※
 2,919

営業利益又は営業損失（△） △80 2,644

営業外収益

受取配当金 26 52

その他 52 40

営業外収益合計 78 92

営業外費用

支払利息 40 38

為替差損 － 123

減価償却費 169 －

その他 74 4

営業外費用合計 284 166

経常利益又は経常損失（△） △286 2,571

特別利益

貸倒引当金戻入額 1 6

補助金収入 91 22

退職給付制度改定益 － 86

特別利益合計 93 115

特別損失

固定資産除却損 12 －

投資有価証券評価損 － 23

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61

特別損失合計 12 84

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△205 2,602

法人税、住民税及び事業税 136 412

法人税等調整額 45 230

法人税等合計 181 642

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,959

四半期純利益又は四半期純損失（△） △387 1,959
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 4,296 5,411

売上原価 3,063 3,549

売上総利益 1,232 1,862

販売費及び一般管理費 ※
 927

※
 981

営業利益 305 880

営業外収益

受取配当金 7 8

為替差益 17 －

その他 12 11

営業外収益合計 37 19

営業外費用

支払利息 14 12

為替差損 － 25

減価償却費 56 －

その他 3 0

営業外費用合計 73 38

経常利益 269 861

特別利益

貸倒引当金戻入額 1 1

補助金収入 26 －

退職給付制度改定益 － 86

投資有価証券評価損戻入益 － 5

特別利益合計 27 93

税金等調整前四半期純利益 296 955

法人税、住民税及び事業税 40 305

法人税等調整額 60 71

法人税等合計 101 377

少数株主損益調整前四半期純利益 － 578

四半期純利益 195 578
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△205 2,602

減価償却費 1,203 990

賞与引当金の増減額（△は減少） △241 △212

退職給付引当金の増減額（△は減少） 149 △446

受取利息及び受取配当金 △29 △54

支払利息 40 38

投資有価証券評価損益（△は益） － 23

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61

売上債権の増減額（△は増加） △108 △2,286

たな卸資産の増減額（△は増加） △208 △609

仕入債務の増減額（△は減少） 380 774

その他 304 270

小計 1,285 1,150

利息及び配当金の受取額 29 54

利息の支払額 △41 △36

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 22 △145

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,295 1,022

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,040 △200

その他 12 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,028 △204

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,230 －

長期借入金の返済による支出 △465 △498

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △0 △196

その他 △43 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー 720 △721

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44 △124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,056 △26

現金及び現金同等物の期首残高 4,905 4,440

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

74 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,923

※
 4,413
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は61百

万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は61百万円であります。　　　　　　　　　　　　　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日至　平成22年12月31日）

　（四半期連結損益計算書関係）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

２．前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、営業外

費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

　　なお、前第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」の金額は54百万円であります。

　

　（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

１．前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「自己株式の取得による支出」は、当第３四半期連結

累計期間において、金額的重要性が乏しくなった為、財務活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示す

ることとしました。 

　　なお、当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれている「自己株式の取

得による支出」の金額は△１百万円であります。　

　　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日至　平成22年12月31日）

　（四半期連結貸借対照表）

１. 前第３四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払法人税等」は、金額的重要性が増し

たため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　　なお、前第３四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払法人税等」の金額は40百万円であります。

　

　（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　連結子会社における四半期財務諸表の税金費用の計算については、税引前四

半期純利益に前年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人税等の負

担率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 18,448百万円 ※１．有形固定資産の減価償却累計額 17,664百万円

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

受取手形及び売掛金(純額) 31百万円

投資その他の資産 129百万円

受取手形及び売掛金(純額) 28百万円

投資その他の資産 167百万円

　３．偶発債務 　３．偶発債務　

工事契約履行に係る保証 84百万円 工事契約履行に係る保証 99百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

従業員給料・賞与 926百万円

賞与引当金繰入額 82

退職給付費用 103

従業員給料・賞与 913百万円

賞与引当金繰入額 75

退職給付費用 103

貸倒引当金繰入額 4

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

従業員給料・賞与 246百万円

賞与引当金繰入額 82

退職給付費用 35

貸倒引当金繰入額 7

従業員給料・賞与 246百万円

賞与引当金繰入額 75

退職給付費用 40

貸倒引当金繰入額 1

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　 （平成22年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 5,053百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,130

現金及び現金同等物 3,923

現金及び預金勘定 5,557百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,143

現金及び現金同等物 4,413
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　25,042千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　285千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 99 4 平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

平成22年11月４日

取締役会
普通株式 99 4 平成22年９月30日平成22年12月10日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　当社グループは各種の流体制御関連機器製品の製造販売を主事業とする専門集団ですが、一セグメントの売上

高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも

90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　当社グループは各種の流体制御関連機器製品の製造販売を主事業とする専門集団ですが、一セグメントの売上

高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも

90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 429 186 616

Ⅱ　連結売上高（百万円）   4,296

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
10.0 4.3 14.3

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 997 369 1,367

Ⅱ　連結売上高（百万円）   11,123

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
9.0 3.3 12.3

　

　（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

アジア：台湾、韓国、シンガポール、中国

その他：北米、欧州、中東

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、産業機器関連市場、電子機器関連市場について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展

開していることから、「産業機器関連事業」及び「電子機器関連事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。

　なお、「産業機器関連事業」はシール関連製品等を生産・販売しており、「電子機器関連事業」は主にピラフ

ロン製品等樹脂関連製品を生産・販売しております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

産業機器
関連

電子機器
関連

計

売上高        

外部顧客への売

上高
7,941 8,09416,036 67 16,103 － 16,103

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,878 1,407 3,285 12 3,298△3,298 －

計 9,820 9,50119,321 79 19,401△3,298 16,103

セグメント利益 1,410 1,198 2,608 34 2,643 1 2,644

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去４百万円及び棚卸資産の調整額△

３百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

産業機器
関連

電子機器
関連

計

売上高        

外部顧客への売

上高
2,657 2,732 5,389 21 5,411 － 5,411

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

631 452 1,084 4 1,088△1,088 －

計 3,288 3,185 6,474 26 6,500△1,088 5,411

セグメント利益 502 364 866 12 879 1 880

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去１百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　（追加情報）

　　　　　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　賃貸等不動産において、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

四半期連結会計期間末の時価 3,084百万円

四半期連結貸借対照表計上額 2,390百万円

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 987.32円 １株当たり純資産額 923.45円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △15.65円 １株当たり四半期純利益金額 79.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △387 1,959

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△387 1,959

期中平均株式数（千株） 24,760 24,757

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.91円 １株当たり四半期純利益金額 23.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（百万円） 195 578

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 195 578

期中平均株式数（千株） 24,760 24,756

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成22年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………99百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月10日

　（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月10日

日本ピラー工業株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米　沢　　　顕　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 淺　野　禎　彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ピラー工業株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ピラー工業株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月９日

日本ピラー工業株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡　沼　照　夫　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 淺　野　禎　彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ピラー工業株式

会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平

成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ピラー工業株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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